
岩
波
書
店
刊

『定
本

漱
石
全
集
』
第

一
七
巻
に
対
す
る
疑
義

村

田

由

美

は
じ
め
に

周
知

の
如
く

、
漱
石
没
後

一
〇
〇
年

・
生
誕

一
五
〇
年
を

記
念

し
て
新

た
な

『漱

石
全
集
』

が
刊
行
さ
れ
た
。

『定
本

漱
石
全
集
』
と
題

さ
れ
た
今

回
の
全

集

は
、
初

め
て
刊
行
さ

れ
た
大

正
六

(
一
九

一
七
)
年

の
全

一
四
巻

の
も

の
か

ら

一
〇
〇
年
後

の
刊
行
と

な
る
。

岩
波
書
店

の

『漱
石
全
集
』

は
、

こ
の
大
正
六
年
版

か
ら
、
昭
和

三

(
一
九

二
八
)
年

の
普
及
版

(全

二
〇
巻

)、
昭
和

一
〇

二

九
三
五
)
年

の
決
定
版

(全

一
九
巻

)
を
経

て
、
昭
和

二
二
(
一
九
四
七
)
年

の
戦
後

版

(全

二
八
巻
)
、
昭

和
三

一
(
一
九
五
六
)
年

の
新
書

版

(全
三

一
巻
)
、
昭
和

四
〇

(
一
九
六
五
)
年

刊

の
全

一
六
巻
、

昭
和

四
九
(
一
九
七
四
)
年
刊

の
全

一
七
巻
、
昭
和

五
三
(
一

九
七
八
)
年

の
新
書

版

(全

三
五
巻
)
、
昭
和

五
九
(
一
九
八
四
)
年
刊

の
全

一

八
巻
と
、
ほ
ぼ

一
〇
年
お
き

に
そ
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
を
増
し
な
が
ら
刊
行
さ
れ

て

ハル
ね

き
た
。
学
生
時
代

に
は
、
『漱
石
全
集
』
は
最
も
充
実

し
た
全
集
だ
と
教
え
ら
れ
、

岩
波
書
店
刊

『漱
石
全
集
』
を
底
本

と
し
て
研
究
す

る
こ
と
に
な
ん
ら
疑

い
を

も
た
ず
に
過
ご
し

て
き
た
。

し
か

し
、
平

成

五
(
一
九
九
三
)
年

一
二
月
、
漱

石

の
自
筆
原

稿
に

で
き

る

だ
け
忠
実
な
、
新

た
な

『漱
石
全
集
』
が
出
版

さ
れ
る
、
と
知

っ
た
と
き

、
い

っ

た

い
自
筆
原
稿

に
患
実

な
全
集
と
は
ど

の
よ
う
な
も

の
だ

ろ
う
、
と

い
ぶ
か

っ

た
。
自
筆
原
稿
は
、

そ

の
創
作
過
程
を
見
る
上

で
、
大
変
興
味
深

い
。
何
を
削

除
し
、
ど

の
よ
う

に
変
え

、
ど
う

い
う
言
葉
を
挿
人
し
た

の
か
。
そ
れ
ら
が
わ

か
る
よ
う
な
全
集
が
、
ど

の
よ
う
な
形
で

で
き

る
の
か
。

「
今
次

漱
石

全
集

の
本
文

に

つ

い
て
」

(『漱
石
全
集
』
第

一
巻

平
五

・
一
二
)

に
は
、
「
自
筆

原
稿
が

現
存

す

る
も

の
に

つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け

そ

の
自
筆

原
稿
を
底

本
と
し

て
本

文
を
作
成

」
し
、
「
自
筆
資

料
を
参

看

で
き

な

い
場
合

は
、
原
則
と
し

て
も

っ
と
も

早
く
活
字

と
し

て
発
表
さ
れ
た
資

料
を
底
本
と
し

て
本

文
を
作
成
」
す

る
と

い
う
方
針

が
掲

げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
新
た
な
編
集

を
謳

っ
た
平

成
版

『漱

石
全
集
』

は
、
「
校

異
表
」

で
そ

れ
を
処
理

し
た

の
み

で
あ

っ
た
。

筆
者

は

「
野
分
」

の
自
筆
原
稿
と

こ
の
平
成
版

『漱

石
全
集
』

を
比
較

し
た

こ
と

が
あ

る
が
、
い
く

つ
か

の
興
味
深

い
自
筆

原
稿

の
特
徴

は
、
こ
の

「校

異
」

に
は
反
映

さ
れ
て

い
な
か

っ
た
。
第

一
七
巻

の

『俳
句

・
詩
歌
』

に
は
、
後

述

す

る
が
、
掲
載
紙

に
関
し

て
多
く

の
脱
落

が
あ

っ
た
。
ま
た
、
「仮
名

の
清
音

・

濁
音

に

つ
い
て
は
、
今
日

の
標
準
的
な
表
記

の
監
修

に
従

っ
て
、
適
宜
修
正
を

ほ
ど

こ
し

た
」

(「
後

記
」
)
と
あ

る
が
、

こ
れ

に
よ

っ
て
漱

石
が
熊

本
時
代
、

阿
蘇
登
山

の
折

に
詠

ん
だ

二
首

の
短
歌

の
う
ち

の

一
首

に

「
山
を
さ

い
て
奈
落
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